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これまでの歩み



福井銀行グループの歴史

「地域産業の助成こそ使命」
地域の産業を支援するため、福井銀行は誕生しました。
どんな困難も、地域とともに、お客さまとともに乗り越え、地域の発展のために全力で取り組んできました。

1982 20201899
株式会社福井銀行
設立

1924 
人絹糸担保金融
による繊維産業支援

1945 50- -
福井空襲・
大震災からの復興支援

新本店ビル
完成

グループ会社設立
総合金融サービスの展開
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福邦銀行グループの歴史

「地域の皆さまとともに歩む」
地域のお客さまを支援するため、福邦銀行は誕生しました。
お客さまにまごころを尽くし、共存共栄の心で、地域社会への貢献に取り組んできました。

20211943
若越無尽株式会社
設立

1951
株式会社福井相互銀行
商号変更

1989
普通銀行へ転換
福邦銀行誕生

公的資金の
期限前完済
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1945 50-
福井空襲・
大震災からの復興支援



福井銀行グループの土台づくり

『グランドデザイン』

お客さまが「そばにいてほしい」と思う
日本一の銀行を目指して
新たなチャレンジに取り組み、未来へのチャンスを創り出すことで、
地域とともに、お客さまとともに成長してきました。 

福井銀行の歩み  （これまでの経営計画）

2021.4 - 2022.3
「企業理念」の実現に向けて（第2章） 

2018.4 - 2021.3
「企業理念」の実現に向けて（第1章） 

2015.4 - 2018.3
Create Chance　Create Future 

2012.4 - 2015.3
アクションtoチャレンジ

1-3
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福井銀行10年の実績
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6,000

預金残高・貸出金残高
中小企業向け貸出残高

事業性融資先数

（2022.3）
億円5,909

（2012.3）
億円4,050

（2012.3）
先8,266

預金残高

貸出金残高

（2022.3）
先11,260

（2022.3）
億円兆8,1552

（2022.3）
億円兆1 8,241

（2012.3）
億円兆9,5501

（2012.3）
億円兆1 4,371



福邦銀行グループの土台づくり

『目指す銀行像』

福邦銀行の歩み （これまでの経営計画）

GOAL
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2020.4 - 2022.3

2017.4 - 2020.3

2011.4 - 2014.3

地域密着の徹底
～育てる・支える・守る～

地域密着の徹底
～相談しやすく親しみやすい銀行～

付加価値のある金融サービスを通じて
お客さまに喜びをお届けする

地域のお客さまとともに
成長する銀行を目指して
積極的に支援する姿勢を示し、変化に対応する熱意と、挑戦する心で、
地域のお客さまとともに成長してきました。

2014.4 - 2017.3
お客さま第一に徹し、

福井県内でのシェアを高めていく



福邦銀行10年の実績
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（2022.3）

億円1,698

（2022.3）
先4,598

（2012.3）
億円1,608

（2012.3）
先4,993

中小企業向け貸出残高

貸出金残高

事業性融資先数

預金残高・貸出金残高

（2012.3）
億円4,147

（2022.3）
億円4,374

（2012.3）
億円3,066

（2022.3）
億円3,249

預金残高



両行10年の実績
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％0.87
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%1.70
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％2.24
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貸出金利回り 貸出金利回り

連結当期純利益 連結当期純利益

長期化する低金利の影響により厳しい経営環境が続きます。

※2022年3月期より両行グループを併せた連結決算に移行したため、各行の連結当期純利益は2021年3月期まで
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地域の持続的発展を目指して
同じ志を持った両行が手を取り合い、『Fプロジェクト』が誕生しました。

シナジー効果の最大化・最速化

Fプロジェクト誕生

2020.3
包括提携

2019.9
包括提携の検討開始

2021.10
グループ化
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お客さま・地域に対して
北陸新幹線延伸を見据えた

サービスの高度化・多様化による
GRP（地域内総生産）増加への貢献

効果的・効率的な業務運営に向けて

コスト削減と経営資源再配分による
地域を支えるための経営体質強化

人の融合・未来に向けて

地域と両行の未来を創造できる
人財の創出

P r o j e c t P r o j e c t P r o j e c t

Fプロジェクトの取り組み

地域商社・
人材紹介会社の
共同運営

店舗の
「Bank in Bank」化

若手職員を
中心とした
Fデザイン

※

※

※ Bank in Bank：同一店舗内に両行支店を設置した店舗再編 ※ Fデザイン：地域と両行の未来創造に向けた企画
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変わらない想い

それぞれが築いてきた
「ミッション」「バリュー」は
これからも変わりません。

存在意義

価値観

企業理念
地域産業の育成・発展と

地域に暮らす人々の豊かな生活の実現

経 営 理 念
地域社会への 貢献
健全なる経営
活力ある職場

経 営 理 念
トライアングル・バランスの 実 現

行 動 理 念
「 誠 実 」×「 情 熱 」×「 行 動 」

「 今 日 の 誓 」

福 邦 の 心
至 誠 の 心

和 の 心

進 取 の 心

共 存 共 栄 の 心

Miss ion

Value



F  V i s i o n  2 0 3 2プロジェクト

新しいありたい姿
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ありたい姿

地域の未来を見据え、Fプロジェクトが目指す10年後の「ビジョン」を掲げました。
グループの役職員全員で一つの「ビジョン」に向かって走り出します。

グランドデザイン
お客さまが「そばにいてほしい」と思う

日本一の銀行

目 指 す銀 行 像
地域のお客さまとともに成長する銀行
相談しやすく親しみやすい銀行

V i s i o n
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両行グループがそれぞれ培ってきた強み。

それらを融合して、1グループによる強みを最大限発揮します。

私たちの強み

地域に対する熱い想い

地域やお客さまからの信頼 約2,500名の熱意のある人財 長期目線のお客さま支援

お客さま起点のコンサルティング

福井県内の高い預貸金シェア

福井県内の幅広いネットワーク



私たちを取り巻く環境

地域活性化の

機会

交通インフラの整備

事業のポテンシャル拡大

敦賀港湾
物流機能強化

規制緩和

2-2

北陸新幹線
敦賀延伸（2024年）

中部縦貫自動車道
県内全線開通
（2026年）

地域経済や金融機関を取り巻く環境は厳しさを増す一方、地域活性化につながるチャンスが目前に迫っています。

ダイバーシティ
拡がり

デジタル化
進展

環境変化の

脅威
都市部への
人口流出

事業所数
減少

人口減少
少子高齢化

地域経済の衰退

伝統的な金融ビジネスの縮小

競争激化超低金利
継続

異業種参入



ビジョンに込めた想い

私たちの基盤地域である「福井県」、そして基盤業務である「銀行業」。

どちらも、将来を懸念する声があちらこちらから聞こえてきます。

でも、本当にそうでしょうか？

福井県にはもうすぐ北陸新幹線がやってきます。

アフターコロナでは、観光やビジネスでたくさんのお客さまがお見えになるでしょう。

銀行も業務の幅がどんどん広がります。お客さまや地域の発展のために、

これまでには考えられなかったサービスを提供することができるようになります。

そうです。私たちを取り巻く環境は常に「脅威」と「機会」が表裏一体で存在しています。
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ビジョンに込めた想い

「脅威」を克服するために、そして「機会」を捉えるために、

私たちは、これまで培ってきた強みを最大限に活かし、多様な「チャレンジ」に伴走していきます。

職員一人ひとりが個性を発揮し、ウェルビーイングを実現するための「チャレンジ」に。

お客さまが課題を乗り越え、事業成長や資産形成を実現するための「チャレンジ」に。

地域の魅力度を高め、活力にあふれた地域を実現するための「チャレンジ」に。

そして、地域内で生み出された価値（地域価値）が循環し続ける未来を実現します。

2-4



私たちは　職員・お客さまの多様なチャレンジに伴走し
「地域価値循環モデル」を実現します

Slogan

Vis ion

チャレンジ、いいね。
2-52-5



「地域価値循環モデル」

2-6C H A L L E N G E

C H A L L E N G E

C H A L L E N G E

生み出された価値が
新たなチャレンジに循環

［ 職員のチャレンジに伴走 ］

ウェルビーイングの実現

［ お客さまのチャレンジに伴走 ］

事業成長や資産形成の実現

［ 地域のチャレンジに伴走 ］

活力にあふれた地域の実現



「職員」
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職員のチャレンジに伴走

職員一人ひとりが個性を発揮し、多様性を認め合い、

成長や働きがいを実感しながらいきいきと働ける環境をつくります。

その結果として、職員全員のウェルビーイングの実現を目指します。

※ ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に「より良い」状態にあること

※



お客さまの課題を理解し、解決策を考え、

課題をともに乗り越えていきます。

その結果として、お客さまの事業成長や資産形成の実現を目指します。

お客さまのチャレンジに伴走

「お客さま」
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地域のチャレンジに伴走

「地域」
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地域への想いを共有するパートナーと手を携え、

地域の魅力度をともに高めていきます。

その結果として、活力にあふれた地域の実現を目指します。



チャレンジゴール

職員、お客さま、地域のチャレンジに伴走した先に、
４つのゴールを目指します。

※ 県民所得：個人や企業の所得を表す県民経済全体の所得のこと　※ 活力人口：「福井県長期ビジョン」で基本目標に掲げる人口の考え方。交流人口・関係人口を定住人口に換算し、定住人口と足し合わせた人数のこと

ウェルビーイングを実感する
職員の比率

%

福井県活力人口

万人

連結当期純利益

億円

1人あたりの福井県民所得

万円＋

※ ※
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V i s i o n達成に向けた戦略



「地域価値循環モデル」の
実現を目指して

Fプロジェクトの歩み  （これからの経営計画）

GOAL

F  V i s i o n  2 0 3 2

2022.4 - 2025.3

中期経営計画Ⅰ

2025.4 - 2028.3

中期経営計画Ⅱ

2028.4 - 2032.32022.4 - 2032.3

中期経営計画Ⅲ長期経営計画

プロジェクト



ウェルビーイング戦術 コンサルティング戦術
（地域）

コンサルティング戦術
（個人）

ユーザビリティ戦術
（法人・個人）

05

ファンダメンタル戦術

コンサルティングドメイン ユーザビリティドメイン ファンダメンタルドメイン

06

機能別戦術（人事）
07

09

10

1 1

08

グループ体制

コンサルティング戦術
（法人）

機能別戦術（チャネル）

機能別戦術（デジタル）

経営管理体制

（戦術）
中期経営計画Ⅰ

戦略体系

私たちは　職員・お客さまの多様なチャレンジに伴走し　「地域価値循環モデル」を実現します

チャレンジゴール 福井県民所得
の増加

福井県活力人口
の増加

職員のウェルビーイング
の実現

連結当期純利益
の増加

V i s i o n

02

03

04

01

ウェルビーイング実現
に向けた取組み

3つのドメイン
による事業展開

事業ポートフォリオの構築
（経営資源配分）

長期経営計画
（戦略）



10
長期経営計画
（2022.4 - 2032.3）

年



10

3-1

年
ウェルビーイング実現に向けた取組み長期経営計画

4つの
キーファクター

目指す状態

理念・方針 組織・風土 環境・処遇 意欲・成長

ウェルビーイング
の測定方法

理念への
理解・共感が高まっている

ビジョン・経営計画への
理解・共感が高まっている

営業方針・事業計画への
理解・共感が高まっている

部署内外と良好なコミュニ
ケーションができている

チャレンジが組織的に
奨励・促進されている

上司・同僚との信頼関係が
構築されている

業務遂行に必要な
環境が整っている

ワークライフバランスの
均整が取れている

処遇に対する満足感・
納得感が高まっている

仕事へのやりがいが
高まっている

ポジティブな感情が
高まっている

高い目標に向かって
成長を実感できている

ウェルビーイングの実現につながる重要な要素（キーファクター）を、4つに分類しました

グループ全役職員を対象に、毎年「ウェルビーイング調査」を実施します。

調査結果を基に、目指す状態とのギャップを特定し、ウェルビーイングの実現に向けた施策を展開します。

調査内容は、福井キャピタル＆コンサルティングが提供する組織力診断サービス「Levigo」をベースとする
アンケート調査を行います。（アンケートは無記名のWEB回答とすることで秘匿性を確保します。）
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3つのドメインによる事業展開
私たちが展開する事業領域（ドメイン）を、提供する価値を軸に3つに分類しました
ドメイン毎に「中長期的な事業の戦略」を定めます

10年

長期経営計画

ファンダメンタルドメイン

ユーザビリティドメイン

コンサルティングドメイン

役　割事業内容ドメイン 具体例

コンサルティング
事業性投融資
資産運用・承継

真の課題解決の実現ソリューションの提供
（ファイナンスを基本に）

コンサルティングの土壌
形成

金融インフラサービス
の提供

グループ体力向上に
資する収益基盤の構築
マーケットノウハウの還元

マーケット運用の実践

非対面取引
預金・為替取引
税公金取引

市場運用
ストラクチャード・ファイナンス
事業性融資（都市地区）
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10年

長期経営計画

価値提供
ステップ

戦略の
ポイント

定 義 お客さまの課題解決
支援ニーズに対して

職員の伴走支援
により

ソリューション（解決策）を
提供するドメイン

1st

マインド
スタンス
体　  制

（圧倒的な当事者意識）

（課題の発見から解決まで長期目線で伴走）

（あらゆる課題にグループで対応)

真の課題の発見

お客さま理解を通じて
真の課題を発見する

一歩目を踏み出すための
チャレンジを後押しする

コンサルティングドメイン

2nd
お客さま起点の

ソリューションの提案
真の課題に対する最適な
ソリューションを立案する

チャレンジに自分事として
寄り添う

3rd

課題解決の実現

ソリューションを実行し
解決まで粘り強く支援する

解決後に発生する新たな
課題も継続支援する
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10年

長期経営計画

価値提供
ステップ

戦略の
ポイント

定 義 お客さまの金融
ニーズに対して

デジタルを中心とした
チャネルにより

金融インフラサービスを
提供するドメイン

1st

チャネル
スピード
コストコントロール

 （ヒト×デジタルのハイブリッドチャネル）

 （ニーズ充足までの素早いサービス提供）

　　　　　  （Fプロジェクトでの効率的運用）

チャネルの提供

ヒトの安心感とデジタルの
利便性を両立し、地域性に
適したチャネルを提供する

ユーザビリティドメイン

2nd

ニーズの喚起・充足

蓄積したデータを元に、
お客さまニーズを喚起する

ニーズに応じたサービスを
スピーディーに提供する

3rd
コンサルティングの

土壌形成
課題解決支援ニーズが
発生したタイミングで
ご相談いただける
お客さまをふやす
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10年

長期経営計画

価値提供
ステップ

戦略の
ポイント

定 義 私たちのグループ体力
向上タスクに対して

中長期目線とバランスを
基本とする考え方により

マーケット運用を
実践するドメイン

1st

運用資産の多様化
（オルタナティブ投資やサステナビリティ投資の拡大）

多様な資金運用の実践

ファンダメンタルドメイン

2nd
長期安定的な収益基盤
の構築とノウハウの獲得

3rd
他2つの

ドメインに還元
分散投資によりリスク・リターンのバラ
ンスの取れたポートフォリオを構築する

グループ全体のポートフォリオを担う運
用のプロフェッショナル集団を形成する

ポートフォリオを柔軟に組み直しながら
長期安定的な収益基盤を構築する

マーケットからビジネスの潮流や
スキーム等のノウハウを獲得する

構築した収益基盤が成長分野の
投資財源を支える

獲得したノウハウを地域の
お客さま支援に還元する



3-6

期待される効果投資計画ドメイン 利益への寄与

10年

長期経営計画 事業ポートフォリオの構築（経営資源配分）

億円+70

億円+30

億円+20

投融資残高・利回り向上
コンサルティング収益増加
新事業を含むグループ収益増加

人財

リスク資本

デジタル

店舗・人財

人財

リスク資本

取引の裾野拡大
物件費(店舗コスト等)低下
人件費低下

長期安定的な収益基盤確立
 (インカムゲイン・キャピタルゲイン・含み益)ファンダメンタルドメイン

ユーザビリティドメイン

コンサルティングドメイン



3年
中期経営計画
（2022.4 - 2025.3）

Ⅰ



中期経営計画Ⅰの位置づけ

GOAL

F  V i s i o n  2 0 3 2

中期経営計画Ⅰ

中期経営計画Ⅱ

中期経営計画Ⅲ

3-7

2022.4 - 2025.3

2025.4 - 2028.3

2028.4 - 2032.3

「Fプロジェクト Vision 2032」の第Ⅰフェーズとして、
スタートダッシュを切る3年間と位置付けます。

ウェルビーイング戦術

コンサルティング戦術

ユーザビリティ戦術

機能別戦術

ファンダメンタル戦術

役職員にウェルビーイングの考え方や取組みを浸透さ
せる3年間とします。

地域・法人・個人のお客さまに、伴走型のコンサルティン
グを浸透させる3年間とします。
デジタル投資の加速と店舗・ATMの縮小により、ヒト×
デジタルのハイブリッド体制をつくる3年間とします。

資金運用の多様化を進め、事業活動の原資となる資金
運用収益の基盤を確立する3年間とします。

経営資源のメリハリある配賦を実行し、上記3戦術が確
実に実行される体制を構築します。

プロジェクト



3年

中期経営計画

戦 術

役職員へのウェルビーイングの浸透アクションプラン

ウェルビーイング戦術
01

Ⅰ

組織・風土

環境・処遇 意欲・成長

理念・方針

3-8※タウンホールミーティング：経営陣と従業員との対話の場のこと

※
理念教育の継続

インナープロモーションの強化
タウンホールミーティングの開催

理念・方針への理解が深まり、共感して行動に
つなげるための取組みを進めます

マネジメント改革の継続

1on1ミーティングの定着
ダイバーシティの推進

心理的安全性が高まり、チャレンジが生まれる組織・
風土を構築するための取組みを進めます

人事制度の定着・運用

働き方改革の進化
健康経営の強化

いきいきと働ける環境や納得性の高い処遇を
実現するための取組みを進めます

考え方教育の開始

リスキリングの強化
キャリアプラン形成の支援

働きがいが高まり、高い目標へのチャレンジを通じて
成長を実感するための取組みを進めます



地域のまちづくり案件に積極的に関与
し、行政や民間事業者と協力しながら魅
力あるまちをつくります

魅力ある地域の創生と発信により、U・I
ターンや交流・関係人口をふやします

新たな産業の創出や既存産業の育成・
支援を通じて、地域の働く人・場所を
つくります

3

3-9

年

中期経営計画

具体例：再開発事業 具体例：観光振興 具体例：地場産業の面的支援

コンサルティング戦術（地域）

しごとをつくるまちをつくる ひとをふやす

Ⅰ

新幹線各駅周辺再開発への積極的な関与
官民連携事業（PPP/PFI）への参画

グループ機能の発揮

観光地域商社を通じた観光資源の魅力度向上
SNSによる地域情報の発信

人材紹介（副業・兼業含む）による人手不足の解消
成長・再生資金の投融資

戦 術

ネットワーク（産学官金連携）を活かした「まち・ひと・しごと」の面的支援アクションプラン 02



戦 術

3

3-10

年

中期経営計画 コンサルティング戦術（法人）

課題『発見』コンサルティング 課題『解決』コンサルティング
グループ全体でコンサルティング機能を発揮し、営業店が
発見(見える化)した課題を専門スキルによって『解決』します
本部・グループ会社で課題『解決』コンサルティングを
実践する人財を"課題『解決』パートナー"と位置づけます

これまで実践してきた事業性理解を土台として、お客さまの
お悩みを整理し、真の経営課題を『発見(見える化)』します
営業店で課題『発見』コンサルティングを実践する人財を
"課題『発見』パートナー"と位置づけます

Ⅰ

ヒト

人材紹介・派遣
人材育成
人事制度・労務管理

カネ
投融資
リース
資金決済
補助金

経営強化計画策定・実行・モニタリング
SDGs・カーボンニュートラル
事業承継・M&A
経営改善・事業再生

モノ・情報
DX・生産性向上
ビジネスマッチング
海外展開

伴走型支援を通じた真の経営課題の発見と解決アクションプラン 03

課題解決
メニュー



総資産コンサルティング コンサルティング拠点の集約

営業店における資産運用・保険・ローンの
コンサルティング機能をプラザに集約します
お客さまのニーズに合わせて最適な拠点配置を
行うとともに、専門性の高い人財を配置します

お客さまのすべての資産・負債を理解した上で、
将来を見据えた最適なコンサルティングを提供します
訪問チャネルを中心に総資産コンサルティングを
実践する人財を"資産トータルアドバイザー"と位置づけます

戦 術 課題解決
メニュー

ふやす

リスク許容度に応じた分散投資
総資産に基づく最適な
ポートフォリオの実現

のこす
相続を起点とした
円滑な資産承継の支援

そだてる積み立て商品（積立型投資信託・
iDeCo）による長期運用
ライフステージに応じた
ローンの提供

そなえる ライフプランシミュレーションの実施
保障ニーズに応じた保険の提供

3-11

3年

中期経営計画 コンサルティング戦術（個人）Ⅰ

ライフステージに応じたサービスの展開によるQOLの向上アクションプラン 04
※

※QOL：Qua l i t y  O f  L i f eの略。「生活の質」の意味。



戦 術

金融インフラサービスの利便性向上とプラットフォームの構築アクションプラン 05

中小零細企業・個人事業主のお客さま向けに、経営に役立つ
情報を一元化したプラットフォームの構築を目指します
人材採用 / マッチング / 補助金 / 財務診断 / SDGsなど

デジタル等の活用により法人サービスの利便性を向上します
事業性融資 / 為替 / キャッシュレス決済など

デジタルを中心としたエントリーチャネルの充実や法人先のメイン化に
より、事業・生活基盤としてのお取引きをふやします

デジタル等の活用により個人サービスの利便性を向上します
消費性ローン / 資産形成 / 為替 / キャッシュレス決済など

個人のお客さま向けに、生活に役立つ情報を一元化した
プラットフォームの構築を目指します
Maas / デジタルクーポン / 地域通貨ポイントなど

3-12

3年

中期経営計画 ユーザビリティ戦術（法人・個人）Ⅰ

法人プラットフォームの構築 個人プラットフォームの構築

事業・生活基盤としての預金・為替取引

法人サービスの利便性向上 個人サービスの利便性向上



戦 術

資金運用の多様化とノウハウの蓄積アクションプラン 06

運用資産の多様化に継続して取り組み、リスク・リターンの
バランスの取れたポートフォリオを構築します
注力投資分野
クロスオーバー投資 / PE投資  / 外部運用委託

※PE：Pr i v a te  Equ i t yの略。　※LBO：Leve raged  Buyou tの略。　MBO：Managemen t  Buyou tの略。

※

高度化する資金調達ニーズへの対応と収益機会を拡大するため、
ストラクチャード・ファイナンスの強化に取り組みます
注力投資分野
LBO・MBO  / プロジェクト（再生エネルギー等） /
不動産（ノンリコースローン）

※

3-13

■ ストラクチャード・ファイナンス　■ コーポレート・ファイナンス■ クロスオーバー投資　■ PE投資　■ 外部運用委託　■ 国債・上場株式等

3年

中期経営計画 ファンダメンタル戦術Ⅰ

有価証券運用 ストラクチャード・ファイナンス

%55%10 %20 %75

2022年
3月時点

2025年
3月計画

2025年
3月計画

2022年
3月時点



戦 術

戦略分野への人財配置と計画的育成アクションプラン 07

Fプロジェクトの本部機能統合や店舗数の削減により捻出
した人員を、戦略分野にシフトします

長期的かつ俯瞰的な目線を持ちながら、主体的に考え、
判断し、行動できる人財（経営人財）を育成します
また、戦略分野における人財の専門スキルを高めます
　コンサルティング人財

　デジタル人財

能動的に学び、自らキャリア形成できる環境を整え、
組織全体の人財の能力向上に取り組みます
　E-ラーニングシステムの新規導入
　社内公募制度の拡充 / 多様な応募型研修の実施

お客さま・地域のニーズが多いコンサルティング分野に対して、
外部トレーニー等を通じてコンサルティング人財を育成します

3階層でデジタル人財の育成に取り組みます
（詳細は機能別戦略（デジタル）に記載） 

※人員捻出数と人員配置数の差（140名）は自然減

3-14

3年

中期経営計画 機能別戦術（人事）Ⅰ

人財配置 人財育成

人員捻出 人員配置

Fプロジェクト

店舗統合

業務効率化

合 計

40名

60名

100名

200名

コンサルティング

デジタル

新規事業

合 計

30名

20名

10名

60名



戦 術

地域に根差した「ヒト×デジタル」のハイブリッドチャネルの提供アクションプラン08

※UI：Use r  I n t e r f a ceの略　UX：Use r  E xpe r i enceの略

店舗・ATMニーズの相対的な低下に
伴い、拠点数は削減します
お客さまニーズの変化に合わせて
店舗・ATMの機能を見直します

お客さまのライフスタイルに合わせて
様々なご相談チャネルを提供します
遠方のお客さまにもご利用いただける
非対面チャネルを拡充します

UI/UX  の向上により操作性を
大幅に改良していきます
WEB完結取引の拡充により、
IB・アプリの利用割合を高めます

※

3-15

店舗・ATM

100

50

0 0

100

300

400

500

200

2022年 2025年 2022年 2025年

150

店舗数

3年

中期経営計画 機能別戦術（チャネル）Ⅰ

%▲20
ATM台数

%▲25

IB・アプリ 多様なチャネル

250,000

200,000

300,000

150,000

50,000

100,000

0
2022年 2025年

IB・アプリ登録先数 コンサルティング

ユーザビリティ

%+40
来 店 訪 問

来 店
コール
センター

WEB
リモート



戦 術

デジタル利活用による利便性・生産性の向上アクションプラン 09

3-16

お客さま接点

データ利活用

業 務 効 率 化

人  財  育  成

(店舗)営業店タブレットの活用により、スピーディーな取引を実現します
(訪問)DXコンサル活動により、お客さまの生産性向上を伴走支援します
(非対面)「いつでも」「どこでも」「簡単で」「わかりやすい」サービスを提供します

蓄積したデータを基にデータベースマーケティングを実践し、お客さまニーズに合わせたサービスを提供します
行内データを収集・分析し、収益管理やリスク管理、時間管理等に活用することで、意思決定の迅速化を図ります

営業店業務の削減・集中と本部集中業務の効率化を進め、捻出した人・時間を営業活動にシフトします
本部業務の見える化と定例業務の削減・自動化を進め、捻出した人・時間を高付加価値活動にシフトします

1
2
3

.

.

.

組織全体でデジタルマインドの向上を図るとともに、3階層でデジタル人財の育成に取り組みます
全   役   職   員
プロモーター層
スペシャリスト層

 ： ITリテラシーの向上
 ： デジタルの利活用スキル・推進力の向上
 ： デジタルの専門スキル・課題解決力の向上

3年

中期経営計画 機能別戦術（デジタル）Ⅰ



戦 術

収益・ALM・リスクの一体管理とコンプライアンス体制の高度化アクションプラン 10

※AML：Ant i  Money  Launde r i ngの略　CFT：Coun te r i ng  t he  F i nanc i ng  o f  Te r ro r i smの略 3-17

収益・ALM・リスクの一体管理

お客さま起点のコンプライアンス

3年

中期経営計画 経営管理体制Ⅰ

タイムリーな
現状把握

フレキシブルな
対応

事業別収益の適切なモニタリングを行い、
経営資源の選択と集中につなげます

活動の大前提

リスク・リターンの適切なモニタリングを行い、
グループ一体での統合リスク管理体制を確立します

環境変化局面においてもKPIの達成を可能とする
柔軟なALM体制を構築します

フォワードルッキングな視点でリスクプロファイルを
実施し、アクションプランを策定・実行します

1
2
3

.

.

.

4
5
.

.

基本行動の徹底による不祥事件等の未然防止
グループ一体での変化への適応
職員・お客さま・地域の満足度の向上

リスクベース・アプローチ目線での管理体制
金融犯罪防止・AML/CFT　対応※



高い専門性を活かして、お客さまの課題解決を支援します
規制緩和の機会やグループ役職員の多様なアイデアを活かして、
新分野への事業展開（新しいビジネスモデルの創造）を行います

福井銀行・福邦銀行の2ブランド営業を継続し、
幅広いお客さまの課題解決を支援します
本部機能統合により、ヒトを中心とした経営資源を
有効活用します

3-18

3年

中期経営計画 グループ体制

福井銀行・福邦銀行 グループ会社

Ⅰ

コンサルティング
（福井キャピタル＆コンサルティング）

人 材
（福井キャリアマネジメント）

信用保証
（福井信用保証サービス）

リース
（福銀リース）

決 済
（福井カード・福邦カード）

デジタル
（福井ネット）

新分野
（投資専門会社など）

地域商社
（新会社設立予定）

経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）をグループ内で最大限活用

戦 術

グループシナジーの最大化アクションプラン 11



アクションプラン・KPI

3-19+▲表記は全て2022年3月末比　※1：2025年3月末時点　※2：2022年4月～2025年3月末の累計

※1

※1

※2

※2

※1

3年

中期経営計画Ⅰ

役職員へのウェルビーイングの浸透

伴走型支援を通じた真の経営課題の発見と解決

資金運用の多様化とノウハウの蓄積

戦略分野への人財配置と計画的育成

デジタル利活用による利便性・生産性の向上

グループシナジーの最大化

連結当期純利益　　億円以上

ウェルビーイングを実感する職員の比率向上

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

1 1

アクションプラン

項 目 トップライン向上 コスト削減

KPI

ネットワーク（産学官金連携）を活かした
「まち・ひと・しごと」の面的支援

ライフステージに応じたサービスの展開による
QOLの向上

金融インフラサービスの利便性向上と
プラットフォームの構築

地域に根差した「ヒト×デジタル」の
ハイブリッドチャネルの提供

利 益

結 果

行 動

体 制

40

投融資配当利息 

コンサルティング人財
コンサルティング人財投資

法人コンサルティング・グループ会社
個人コンサルティング
有価証券運用 

＋
＋

ストラクチャード・ファイナンス

中小企業向け貸出残高
観光・まちづくり関連支援件数
SDGs・脱炭素関連支援件数
預り資産残高

課題『発見』・『解決』
コンサルティング

8物件費 億円

5人件費
▲
▲ 億円

20店舗数 ％

140人員数（自然減） 名
25

25

ATM台数
▲
▲
▲

％

お客さま接点（特に非対面）
万件
強化

IB・アプリ登録先数

20デジタル人財 名

5デジタル投資 億円/年
収益・ALM・リスクの一体管理と
コンプライアンス体制の高度化

＋ 億円8

8,000

400

300
500

名30
億円/年1

＋
＋

億円15
億円5
億円＋

＋

＋

＋
＋

6
億円4

億円

量的・質的向上

件
件
億円



配当方針（福井銀行）

リスクに見合った十分な自己資本を確
保しつつ業績を上げ、安定的・継続的に
配当を行うことに加え、業績に連動した
利益配分を実施することを基本方針と
しています

1株当たり年間50円の安定配当に業績
連動配当を合わせた配当性向を20％
程度とすることを目途としています

内部留保金につきましては、株主価値
の向上につなげるべく、システム等の
インフラ整備・強化に投資し、強固な経
営体質の構築に努めてまいります

特
殊
要
因
控
除
後

連
結
経
常
利
益

27

コンサルティング
ドメイン

ユーザビリティ
ドメイン

ファンダメンタル
ドメイン

億円+27 億円+4 億円±0

3-20

0

億円

30

45

60

15

75

90

100

15

連結当期純利益

億円以上

連結自己資本比率 連結コアOHR 連結ROE

%以上 %以下 %以上3.07740 7.0

3年

中期経営計画Ⅰ 目標経営指標

連
結
当
期
純
利
益

40
税
金

▲18

2
0
2
1
年
度

連
結
経
常
利
益

▲7

34

2
0
2
1
年
度

特
殊
要
因
控
除
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コーポレートガバナンスの取組み（福井銀行）

（1）
（2）
（3）
（4）
（5）

当行は、株主のみなさまの権利を尊重するとともに、株主のみなさまの平等性の確保に努めます。
当行は、株主のみなさまを含むステークホルダーの利益を考慮するとともに、ステークホルダーとの適切な協働に努めます。
当行は、非財務情報を含む会社情報を適切に開示するとともに、その会社情報の透明性の確保に努めます。
当行は、独立社外取締役が中心的な役割を担う体制を構築するとともに、その体制を活かして、取締役会による業務執行の監督機能の実効性向上に努めます。
当行は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に向けて、株主のみなさまとの建設的な対話の実施に努めます。

「指名委員会等設置会社」
業務執行と監督の分離によるガバナンス態勢の強化
業務執行の決定権限の委任による業務執行のスピードアップ
三委員会の設置による経営の透明性向上

コーポレートガバナンスの基本的な考え方

経営の透明性向上のための取組み

株主総会

監
督
機
能

執
行
機
能

指名委員会

取締役選解任
議案の決定と上程

報酬決定
報告監査

監査

報酬決定

取締役選解任

指示・報告

監査

監査

報告
執行役選解任
業務執行委任

監督

報酬委員会取締役会

執行役
経営会議

サステナビリティ委員会
融資審査会

グループ・チーム
内部監査部門営業店

グループ会社

監査委員会

権限の委任
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サステナビリティへの取組み

Fプロジェクトは、持続可能な地域社会の実現に向け、気候変動等の環境問題など地域社会を取り巻く
さまざまな課題解決に誠実かつ公正に取り組み、社会価値・経済価値・企業価値の向上を目指してまいります。

サステナビリティ基本方針

Ｅ
（環境）

重要課題（マテリアリティ） Vision 具体的な取組み SDGs

S
（社会）

G
（ガバナンス）

① TCFDへの対応

職 員

Fプロジェクト

お客さま
地域

お客さま
地域

環境保全の強化

ウェルビーイングの実現

Fプロジェクトの推進

事業成長や資産形成の実現

ESG投融資の拡大
気候変動リスク・機会に関する情報開示
自社のCO₂削減

多様な考え方や働き方の受容
職員一人ひとりの働きやすさと働きがいの向上
地域・グループの持続的成長に貢献できる人財の育成
健康経営の推進

コンサルティング機能の発揮
ユーザビリティの高い金融インフラの提供
次世代・若年層への金融リテラシー向上支援
持続可能なまちづくりの支援

コストシナジーの実現と適正な資源再配置
グループとしてのリスク管理の高度化

森林整備活動を通した自然環境の維持と環境保全意識の向上
ペーパーレスの推進

活力にあふれた地域の実現

②

③

④

⑤



これからの未来



「Fプロジェクト Vision 2032」が達成されるとき
私たちにはどのような未来が待っているでしょうか。



職員一人ひとりをもっと笑顔に。



お客さまをもっと豊かに。



地域にもっと活力を。



私たちは地域内で生み出された価値が
循環し続ける未来を実現します。





本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。
こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化等により、目標対比異なる可能性があることにご留意ください。

〈本資料に関する照会先〉
株式会社福井銀行 経営企画グループ 経営企画チーム

TEL：0776 -25 -8004  MA I L：fbk00101@fuku ibank . j p
　担当：宮越・安井・細川・松村




